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「そろそろ定期テストが近づいて

きた」という中３のみなさんもいる

でしょうか。高校受験では、内申点

（調査書）が合否を左右する入試が

少なくありません。定期テストの結

果は内申点に結びつくのでベストを

尽くしてください。高得点をめざす

場合、テストがはじまる２週間前か

ら計画的に試験勉強に取り組むのが

いいですね。

◆２週間前～１週間前

苦手な教科に重点的に取り組みま

す。数学や理科、英語の文法など正

答を導くための道筋について理解を

深める必要がある教科や分野ははや

めに取りかかりましょう。教科書や

ノートを読み返したり、まとめ直し

たりするのが効果的。定期テストの

前後に提出するように求められてい

るプリント類などがあれば、この時

期に終わらせておきます。

◆１週間前～２日前

問題の演習や暗記事項の確認が勉

強の中心になります。まちがえた部

分にふせんを貼ったり、チェックの

印をつけたりして、直前の時期に見

直しができるようにしておきます。

知識事項が定着しているかどうか

を確認するには、単語カードや色つ

きのシートなどを活用します。国語

の場合は教科書の下の部分や章末に

ある問いの答えをつくったり、授業

の板書をもとに予想問題を考えたり

するといいですね。漢字や語句の意

味を確認するのも忘れずに。

やや複雑な内容を勉強するときは

「エア授業」をおすすめします。理

解した内容をだれかに教えるような

感じで声に出して説明してみましょ

う。また、わからないことがあれば

先生に質問するなど、この時期まで

にクリアにしておきます。

◆前日～テスト期間

これまで勉強してきた内容を一通

り見直すことで、知識事項の定着ぐ

あいや理解の度合いを最終的に確認

します。特にふせんを貼ったり、印

をつけたりした部分については重点

的に取り組みましょう。英語や国語

の場合、文章を音読してみると、意

味があやふやな単語など「穴」を見

つけやすくなります。

また、実際に定期テストがスター

トしても、同じような勉強に取り組

んだうえで次の日の試験に臨んでく

ださい。

客観的な視点を導入

定期テストの点数を安定させるた

めに「複数の視点を入れる」という

アプローチがあります。

完璧に仕上げたつもりでも、思わ

ぬ見落としや勘違いをしていること

があります。どうすれば気がつける

でしょうか。ふだん使っている教材

とは別の問題集などを利用してみる

のが一つの方法。いつもとは異なる

角度から問われたときに正解を導け

なければ、基本にもどってもう一度、

補強しましょう。
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